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テヘランだより
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イラン地質調査所の

マｰク背景はダマ

バンド山創立年は

イラン歴の1338年が

1959年に当る

今私はイラン国の首都テヘランの仮

寓の一室でこの筆をとっています.北側

の窓からイランの最高峰目本人の間で

イラン富士と親しまれているダマバンド山

(5780m)から酉へ連なるエルブツ山脈が

白雪にかがやいているのが眺ぬられます.

今年はここテヘランも春がおそくよう

やく3週間ほど前から目ざしが強くなって

きたぱかりです.積雪が比較的多かった

冬からようやく抜け出した後間もなくや

ってくる灼熱の夏までのわずかな期間が

テヘランの一番美しい春の季節です.

皇帝の住まいのあるカッパの通りの新緑

の並木や土壁のへい越しにみられる藤の花

などを通勤の往復に見ながらこの季節が

もう少し競いたらと思うのほ私一人ではな

いでしょう.早いものでテヘランの春

を過ごすのもこれで3回目になりました.

石の上にも3年とやら沙漢の国の生活に

も多少は馴れてきたようですから私がこ

こに着任してからの様子を断片的にお知

らせしてみることにしました.

エルブルツ峰の白雪深けれど

二こテヘランに春みたびきぬ

1イラン地質調査所の創設

国際連合の技術援助(特別資金による)
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Fmd)略してUN･TAO)の一環と

してイラン国に地質調査所(Geo1ogica1

SurveyInsti鮒e)を薪花に創設する事業

が1961年から5カ年計画で薙澱しζの繋

業のmanage雲となってタペ多ンヘ鮭僅

したDr.D.A.Andrews(19鎚年2周着

任)から兼子元所長の下へ私ぎ)派遣方線

頼があったのは今からちょうどs年前の

1962年5月でした.Dr.Andr醐§

はアメリカ合衆国地質調査所のDr.W咀

Johnstonの下でアジア地域の地質関係

の仕事に長い間たずさわってい流人でビ

ルマ中国韓国インドネシアおよび買

平山健

本などに滞在し同地域の地質鉱床およ

び各国の民情によく通じた地質学者です.

ECAFEの鉱産費源の開発部会にはその部

会の発足以来皆出席している由でまた

彼の言によれば日本へは24回渡航してい

るとか外国地質家の中では日本の地質家

に一番なじみ深い人の一人です.彼は着

任すると同時にイラン側で準備してあった

イラン鉱コニ業省の一室でイラン地質調査

所長に指命されたEngineerN.Khadem

(Engineerはイランでは国立大学の理工

農科の学都を卒業したものに使われる称号

で日本の理工農学士に相当する)と

共にまず国連側で諸外国から呼ぶ地質家

を探しその第一歩として国立イラン石油

会社(Nationa1IranianOilCo㎜pany

略称NIOC)の地質家としてイラン在住10

年以上でイランの地質に精通しているス

イス人のDr.J.St6ck1inを野外地質部

門の責任者として招きさらにイランの地

質調査に数回の経験を祷っオｰストリア地

質調査所のDr.A.W.Ruttnerを呼ん

だのです.私が派遣されてテヘランに溝

任したのは1962年11月初めでしたがその

当時には国連側としては上記の3名がイ

ラン側としては所長の外テヘラン大学工

学部の鉱山地質学科を卒業した若い地質家

が3名位と数名の職員･補助職員カミ鉱工

業省の3,4室に雑居している状態でした.

Dr.Andrewsに伴われて初めて出勤した

目自分の坐るいすもなく雑然とした事

務室の中にペルシャ語しか通用しない人

達と顔をあわせた時にはこれから一体何

をどうすればよいかと途方に暮れたこと

でした.

地質調査所を創設する目的で派遣された

のだとは知っていてもまたすべての文化

的機能におくれているイランであるとは思

っても地質の地の字すら感ぜられない一

室に放り出されては途方に暮れたのもま

たやむを得なかったかも知れません.こ

こにお見せするイランの地質調査所のマｰ

クには創立の年が1959年となっており官

制上は59年に創立されたことにたっている

のですが私が着任した当時すでに2カ

年がたっていたにもかかわらず実際には

このような状態だったのです.

現在まがりなりにも一応地質調査所の

名で呼べるよう在施設に在って多少の調

査実績もでき外国からの地質家も10名以

上の数になりイランの地質家も20名をこ

えたのを見るとその頃のことは全く夢の

ような感じさえするのです.1963年から

1964年にかけてカナダスイスオｰス

トリアノルウェイスウェｰデンフ

ランスアメリカ目本(東大教養学部岩

生周一教授を岩石鉱物部門の主任として

迎えた)などから岩屑鉱物鉱床古生

物地下水化学分析選鉱の専門家を招

きイラン側としては外国へ留学Lて地質

学に関する訓練を受けてきたものとかテ

ヘラン大学卒業の若い地質家を採用して現

在の人員に増加したわけです.一方よう

やく手狭になった鉱工業省の一部から5階

建てのアパｰトヘ仮住居を移し独立した

調査所と在ったのは196迅年の蕃でした.

基礎的狂研究調査設備も当初から急い

で外国へ発注し1963年の中頃からそれらが

入荷しはじめたので鉱工業省から調査用

品を借用して調査に出ることも衣く衣った

のです.現在テヘラン国際空港に近い場

所に2階建在がら(総面積は溝の口の調査

所と同じ程度)近代的設備を備える調査所

を建築中でそれが今年末か来年初めに完

成すれば諸研究設備とあいまって人員

も約50名に増加し中近東では屈指の地質

調査所に在るでしょう.

経費について数字であらわすことは略し

ますが国連の職員の人件費および研究設

テヘラン市北酉70kmにそびえるイラン最高峰の

ダマパンド山(5,780m)�
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備費は国連でイラン側の人件費庁用備

品費および調査費はイラン政府が支出する

ことになっておリ建築費は別途にイラン

政府が支出しているのです.

現在行なっている事業は外国からきて

いる野外地質家の一人を主軸とする図幅調

査地域地質調査鉱床開発のための地質

調査などでどこの組にも2名ほど¢)イラ

ンの地質家が同行して指導を受けつつ調査

を進めています.ご承痢のようにイラン

の主要な鉱産資源は石油ですがその調査

はNIOCその他の万油会社で古くからよ

く行なわれていますから地質調査所の事

業として眉油に関する調査は行なわず裏

た現在では物理探査地化学探査試錐な

ども行なう計画を持っていないのです.

f可と言っても地質調査事業のおくれてい

るこの国のことですから上記の諸調査の

中でも主眼になっているのは鉱床調査で

地域や図幅の調査も鉱床を胚胎していると

思われる地域を主として取りあげているわ

けです.イランの地質家はこれまで調査

の実施について基礎的な訓練を受けていな

いのですべての点で外国の地質家が主体

となっておりイラン人たちは助手の役割

1〕をしているのですが1966年からは野外

調査については国連が手を引くため主体

は彼ら自身に移るわけで指導する方もそ

れを受ける方も真剣にならざるを得ませ

ん.

調査のとリまとめについても全くの初歩

だとえば地質図地質断面図の書き方

科学的な報告書の書き方から英文の補正

製図法製図の技術者の養成などからはじ

まったわけで模様による地質図の作成か

ら色刷リの地質図印刷技術の世話まで行な

ってきました.とくに後者についてはス

イスの地理調査所から2名の専門家を招い

て持参してもらった諸器械の使用法から指

導を行なっているのです.

イランには国立機関として測図や地形図

作成を専門に行なっている地図局(Carto･

graphicCe破級)が企顧庁(PI亀孤泌孤慧

Bureau)の中にあるのですが余リ花々L

い活動は行なっておらずたとえば三角基

準点の設置も全国的には行なわれておらず

したがって詳細な地形図も全国をカバｰし

てはいないのです.不正確な25万分の1

の地形図らしいものはあリますがわれわ

れの使刷こ耐えるのは米空軍がほぼ金世界

について作成したAeronautica1Map

(25万分の1)にすぎないのです､米空軍

によって作成された空中写真がほぼイラ

ン全土をカバｰしていますから実際の調

査にはこの空中耳貞(縮尺約4万分の1)を

使っています.鉱山調査などさらに詳

細な地形図を必要とする場合にも現在は人

員もなく測量の技術家を伴って行く所ま

でいっておらずさらに将来調査所の測

図課をどうするのかも未だ決定していませ

ん.空中写真は非常に賜瞭に撮影されて

いますから基準点が設置されていて多

少の器械が輸入されれば空中耳貞の図化

は比較的簡単に行なわれると思うのですが

残念なことに現在では不可能な状態です.

詳細な地形図がないためでしょうかテ

ヘラン大学の卒業生でも地形図を読むこと

地形図に地質の状態を記入することなど

の魚識が非常に乏しいことは私の驚いたこ

との一つでした.着任当初よい地形図

が作成されていないことと空中写真のよ

いもののあることを知って日本でその写

真を図化してもらうことを思い立ちまさ

か三角基準点が設置されていないとは思

いませんでしたから日本のある商社へそ

の取り次ぎを依頼してしまいあとで基準

点の設置されて恋いことを知って蘭杜へ

取リ消しを頼みに行ったりして珊をかいた

ことを思い出します.これは地形図作成

についての笑い請Lですがここでも後進

国でよくある例にもれず日本並みに事が

はこぶと考えてとった行動が案に相違して

進まず自分だけのミからまわリキに終っ

てしまったと言うことがどの位あったで

しょうか､ある外国人はいつもミインジ

ャｰ･イランミ(ここはイランの意味で

ここでは自国並みにことは運ばないと言

う意味)と肴って繁ってい濠す吉矛へ繋

姦級逆寒鳶

②テヘラン国連事務局

ン大学の地質学科(1964年度まで理学部

工学都の両方にあって毎年20～30名の卒業

生を出していましたが1965年度から理学

都に統合されています.卒業生は出ても

イランの現状では少数の石油会社と鉱山

局および地質調査所以外に専門分野の就職

先はないのです)の卒業生でも個人とし

てハンマｰ･ブランドンコンパスなどを持

っているものはないとか製図係の主任が

私の所ヘコンパスを借りにくるような状態

であったとかそのような事がらの経験は

全く数え切れずDr,Andrewsとミ忍

耐と奉仕､の標語を作って笑ったこともあ

ったのです.

右上のマｰクは入口の上にある

化学分析については鉱工業省の一部に以

前から分析係があって鉱石などの分析を

行なっていたようですが正確さや精度に

ついては疑問です.その中の人の一都を

地質調査所にうつすため現在米国地質調

査所からきている専門家が指導しています

から薪庁舎が完成のあかつきには明るい

分析室ができて技術的にも段々向上する

でしょう.ただ分析用のガラス器具や薬

長類はほとんど輸入品ですからその点は

なかなかたいへんでしょう.

鉱工業省に仮住居していた当時から図書

室の整備にも力を入れてきたのですが元

来外国文献(単行本もまた定期の出版物

も)はほとんど皆無だったためその整備

はながたか困難です.国連の予算も図書

購入費まではじゅうぷん手が雇かず諸雑

誌の購入もなか匁か思うままにならない状

態ですからましてバックナンバｰの整備

となると全く気が遠くなるように感じられ

ます.同様に標本室の陳列標本について

もたいへんです.フランスからきている

鉱物学者は10数年にわたって中近東の鉱物

の研究を続けておリ標本もなかなかみご

となものを集めていますが新庁舎の標本

室の予定カ所に立ったときここを満たす

だけのよい標本を集めるのにはいったv･何

年かかるだろうかと話していました.

研究設備についてはどうしても心要荏基

本的たものからという建前で相談し顕微

..､.…一､べ･轟

③イラン地質調査所が産声をあげた鉱工業省正面玄関�
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鏡とか空中写真実体鏡その他を発注し

順次拡張してきたのですがもろぶたや

薄片箱から戸棚岩石整理ケｰスなどひと

つひとつ寸法を考えて設計し発注までこ

ぎつげるのはなかなかやっかいでした.

発注するにしても色々な問題が起きます.

たとえば岩石切断機一台を考えてもアメ

リカオランダドイツスウェｰデン

日本などからとリよせた型録をみていると

いったいどれが適当か迷うわけです.日

本で使うなら問題なく日本製品を選べるで

しょうがあとの故障修理を考えると

価格などもさることながらやはりテヘラ

ンに代理店があって(ライツフィリップ

スシｰメンスなどは代理店をおいている

のです)比較的容易に修理の可能性のある

ヨｰロッパものとなってしまい日本製品

のイラン進出はやはリむずかしいと言う

ような結論になってしまうのでした.

上記のような状態の中にイラン地質調査

所を(少なくとも基礎的な部分だけでも)作

リ上げて行こうとわれわれは約3年間の努

力を続けてきたわけですが国連の5年計

画によるここの創設事業も来年末には一応

終る予定です.計画によれば第4年目の

今年(1965年)で野外調査の指導は一応打切

リ来年(1966年)は室内の研究設備の整備

と指導に集中して行く方針で諸外国から

きている野外地質家は今年中に順次に引

上げてしまい来年は古生物岩石鉱物

鉱床地下水化学分析および選鉱などの

専門家だけが設備の整備と研究指導の仕

事にあたることに怒るのです.PrOject

ManagerのDr.Andrewsと野外調査

の責任者であるDr.St6cklinは最後まで

残るはずですが.このようにして来年末

には国連の手を離れたイラン地質調査所が

独立して創立されることによりその後の

事業はイラン人によって進められて行くわ

けです.この場合外国人の地質家を引

きつづき招いておくかどうかは現状から

④現在地質調査所が仮

住居している健物

はもちろん何とも言えないことで

すが民族意識の強く起こりつつ

あるイランでそれが行なわれる

可能性は多くないようです.

現にNIOCなどでもイラン人

だけの地質部門に変えつつあるよ

うですから.ともあれ私はイラ

ン人によるイラン地質調査所が近

い将来中近東のすぐれた調査所

として活躍することを切望してい

るのです.

2過去におけるイランの地質

調査事業

話が前後しますが以上のよう

に地質調査所の創設が企画される

以前にはイランの地質調査事業は
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どのようにして行なわれていたかを簡単に

述べてみます.鉱工業省の中に鉱山局が

あってここにはテヘラン大学や外国の大

学で地質学を学んだ地質家が3,4名おり

日本の鉱山局と地方の通産局の鉱山行政部

門を合せたような仕事をしておリイラン

の鉱業法による鉱区の設定鉱業権の認可

などの業務を行なっています.ここの地

質家は業務の遂行上必要な場合に鉱山の地

質調査を実施していたしまた現在でも行

なっているようですが主目的が行政的な

分野であるため地質調査そのものを主眼

点に行なってはいないようでまして学術

的た研究は全く行なわれていないのです.

地方の県庁所在地にも通産局のような官庁

が小規模には設立されていますがそこで

は地質とか鉱山行政に関しての業務はほと

んど行なっておらずわずかに鉱業権に関

する小間題とか鉱山の保安に関する業務を

取リ扱っているにすぎないようです､

一方大学の地質学部はどうかと言いま

すとテヘラン大学にはもとから工学部に

鉱山地質学科があり(前記σ)ように1965年

から工学部所属を理学部に移し理学都に

統合した)数年前理学部にも地質学科が設

立されて数名の教官が授業を行なっている

しまた実習実験も行なっているはずな

のです.実際教室をのぞくと研究設備

は非常によく整いたとえば顕微鏡などは

ライツ製のすばらしいものが30台以上も整

備されているし標本室にはグランツの岩

屑鉱物の美しい標本が整っているので

す.図書も雑誌類はほとんど購入され

ていないようですカミ単行本は一応揃えて

あります.教授陣もイラン人以外に仏

英独などから招へいした人たちもおられ

るのです.にもかかわらずテヘラン大学

地質学科の卒業生の実力ほいかにもひくく

時には全く驚くような無力を発揮します.

この原因がどのへんにあるのかよくわかり

ませんがイランの大学生の勉強方法やそ

の態度を一般的に見ると教科書を暗記す

ることを勉強と考えている風潮が強く大

学の方針も教科書による講義を重視して実

習実験を軽視している様子が見られます

から上記のような結果を招いているのも

実地の研さんを積むことが少ないことに起

因していると思われるのです.もっとも

イランでは鉱山といっても小数で地質学

的にじゅうぶん調査され資料の整った所

はほとんど皆無ですから学生にじゅうぶ

ん在実習をさせる所もたいわけです.人

文科学の分野は知りませんが自然科学の

分野に関する眼リ全般的にこういえるよう

です.これを実証することがらは数回に

わたる調査旅行中の助手たちの言動や顕

テ＼ラン国際空港近くに建築中のイラノ地質調査所�
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⑥談笑のひととき左からアンドリウス博士(アメリカ)

ティｰレ博±(オｰストリア)ストックリン博士(スイス)

微鏡観察をやらせてみての結果数多く見導団などの業績も高く評価され証げればな

ることができました.また数名の助手達らないでしょう.

に対して機会あるごとに大学の先生の一

番大切な仕事は何かと聞いてみまIた茄

その答の全部かミ授業雫とミ行政的な

管理の業務ミをあげてミ研究ミについて答

えた者はただ一人もなかったのです.テ

ヘラン大学でも地質に関する研究論文はご

く少数の人々によってきわめて少数が発

表されたのみらしく少なくとも現今まで

の大学のあ9方には一考を要する点が多く

あると思われるのです.地質調査所の設

立も一つの契機となり地質学に対しての

考え方も変リ地質学科のあリ方も〃1頁次に

改善されて行くと思われますから将来は｣

他国の大学のように成長して行くとは思い

ますが.

N10Cおよび2,3の石油会社の地質調

査事業は減出資源に関するかぎり非常に詳

細に行なわれており成果も高く評価され

ねばならないと思います.もちろん外国

の地質家たちか中心になって行なわれた調

査でありましょうが資料も多年にわたっ

て集積され化石岩石に対して研究･収

集もあP現在のところ地質調査所が介入

する余地は無いと思われます.ただそれ

らの資料はほとんど全部が未発表であリ

参照することもなかなか困難であることは

この国に限ったことではないにしても非常

に残念に思われるのです.NIOCの地質

家の業績は彼らの作ったイラン地質図(250

万分の1)にもあらわれています.多年

にわたる彼らの研究調査の結果まとめら

れたものですがこの種のものとしては唯

一のすぐれた出版物です.

その編集にたずさわったDr.Stδck1in

にいわせれば概念図であって誤りも多く

また数多くの問題が残されているというこ

とですが1

その他現在まで外国の個人または固体

によって調査された例も数多く残っており

出版物もあります.傾入としてはJ.W.

Gregory,F.GC五郎p芋A.Gansser,J･

VHarrisonなどの

名前がイランの地質調

査史上に残されまた

鉱床調査に関しては

この数カ年間に企画庁

で実施したアメリカ

イギリスイタリア

ドイツなどの調査団の

業績が大きくさらに

また日本から種々な困

難を克服して調査にこ

られたイラン鉱物資

源調査団やイラン亜

鉛鉱石買付促進技術指

自然科学の発達が極度におくれ熱砂の中

に取りのこされた民族である現状をみると

将来どれほどの期待が梼てるか一抹

の不安を覚えざるを得ないというわけで

す.近い将来イランの地質学会を背負っ

て立たねばならない若い地質家の卵を抱き

かかえてわれわれ国連のものはただ地質

学に対して生涯をかけて情熱と愛情を貫

きとおしてくれるように切望してきたので

す.

3イラン地質調査所の将来性

書き落した点や誤解にもとづく誤報もあ

るかと思v･ますが以上のような状態の中

にイラン地質調査所の創設が企図されよ

うやくその第一歩を発足したのです.前

記のように1967年からイラン地質調査所は

国連の手を離れて独自の力で進まねばなリ

ませんカミイラン人によって主催される地

質調査所がどのような発展の過程をたどる

か?そればわれわれその創設を手伝っ

たもの全都が深い関心と期待をもって見て

いる所です.そう思ってみますと私は

ちょうど100年近く前日本の調査所が外

国人の援助を受けて創立されわれわれの

先輩によって引きつがれそして今日の状

態まで発展した道を思わずにはいられませ

ん.われわれの先輩に当る当時の日本

の地質家か残された非常にすぐれた足跡を

みるときイラン人にそのような足跡を残

せるかどうかある意味では疑問を持たざ

るを得ないのです.もちろんイラン地質

調査所の将来については明るい希望のある

こともじゅうぶん考えられます.という

のはイランは現在では多くの諸国に比べ

て近代文化の普及発展はおくれ工業ら

しい工業も起っておらずほとんどすべて

の商品は莫大な石油の輸出によってあがな

われた輸入品であるけれどもしかし広大

な面積を持ちその中

には未調査未開発の

種々な鉱山資源の埋蔵

が予想されるのですか

らイランの調査所の行

手には国と民族の発展松

鴛二驚驚一誰

といえるでしょう｡

シヤ文化を持った国で

⑦バルチスタン地方の住居キャパｰル(後方からみたもの)

4テヘランにおける国連の状況

次にテヘランにおける国連の状況につい

てごく簡単に述べてみます.国連職員と

して当地に派遣されるまでおはずかしい

ことなカミら国連に関して全く知識を持たな

かった私ですし他の外国における活動状

況についてはいぜんとして知るところが住

いのですからただテヘランでの状況を書

くのに止めます.

テヘランの国連は代表のD.A.Hopkin･

son氏以下約180名のメンバｰで構成され

ており活動は事務局と次の10部門(UN

������������

������呕�����

に分れて行なわれています.この中代

表の下で事務局を構成しているメンバｰは

秘書や電話交換嬢まで加えて約25名です

から各分野の専門家約155名です.

前記のように地質調査所関係の仕事をし

ているのは10名の地質家2名の地質図作

成の技術家および2名の秘書と狂っていま

す.国連である以上当然のことですが

この180名のメンバｰは世界中の国の人で

構成されているのです.たとえば事務

局を例にとれば代表D.A,Hopkinson

氏は米人副代表はMrs.Robinsonで

米婦人(最近まで英人でした)その下の庶

務課長はイラン人同係長はインド人ス

ウェｰデン人とドイツ人会計課長はギリ

シア人というぐあいです.それらの人達

の下で働いている秘書の人たちもスイス人

アメリカ人中国人イラン人アイルラ

ンド人英国人黒胤一ジｰランド人などか

ふくまれてい塞す,郁)ほかのユ0の分野�
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で働く人達は世界中の国籍に渡っています

このように色々な国籍の人が集まって一

つのオフィスを構成していることは何と

いっても国連のオ7イスの特長でしょう.

全体にわたって使われている言葉は英語で

すがもちろん個々の場合には自国語が

使われており外国人の間でも片言のペル

シャ語がそこここで話されています.国

連の創立紀念目などに開かれる代表主催の

パｰティは世界人種の展示会の観を呈する

のももっともなことで話している言葉も

全くまちまちです.代表を主班とする事

務局ではもちろん全体を統括し各々の部

門の活動を実施するかげの力となっている

のですが各部門はニュｰヨｰク本部に直

属しておリ業務の面で二つの代表が各部

門の主班となっているわけではあリませ

ん.個人もニュｰヨｰク本都に直属して

いるので任命辞任異動などの人事

俸給の支給帰国休暇外国旅行などに関

する事務手続きは全部ニュｰヨｰクの本都

からの指令で行なわれています､

本部に統合されているのでもちろん便

利恋点もありますが公的にもまた私的に

も全部ニュｰヨｰクの事務局本部宛に書

類を提出しその許可をえて行動を起こさ

なければならないので非常に日数を要し

業務の遂行や個人の行動がおくれるうらみ

も多いのです.それを緩和するためにジ

ュネｰブやニュｰヨｰクなどの本部とテヘ

ラン事務局との間には特別扱いの定期便が

もうけられています.このようにだいた

いの事務がニュｰヨｰク本部へ持ちこまれ

ているわけですが180名の職員について

のイラン側に関係のある事務はここで行な

っているのですから仕事の量は決して少

ないとはいえますまい.着任退任する

もののイラン政府に対する事務手続き持

参､品の関税手続き個人の自動車に関する

諸手続き家屋の借用についての手続き

(たとえば着任した專門家がアパｰトの室

を借りるときに普通の場合は庶務課長が立

会人となって家主との間に契約書を作成し

てくれる)一などから俸給の支給イラン国

内における各種証明書の発行郵便物の処

置配布までよく小入数でこな

しています.たとえば会計課

などはギリシア人の課長の下に

三人の婦人秘書(イラン人英

国籍のフランス人アメリカ

人)がいるだけで出張旅費や

俸給についての全部の事務をテ

キパキとやっています.ここ

の秘書の中の若い米婦人は東京

に勤務したことがあるとか私

達には日本語でミ付かお手伝い

できますかミなどと愛矯をふ

リまきます.

⑧ラグタをつらねての調査旅行(バルチスタン地方)

このように世界中の人が集まって業務を

遂行するので国連職員として服すべき職

務規定が詳細に決められています､各国

はその国の状況に適応した各国独自の職務

規定を捲っているわけですが国連として

は世界中の人達にだいたい適応しうる規定

を持つ必要があるためでしょう､この規

定はU.N.Sta伍Rules(国連専門家の職

務に関する諸規定)という小冊子として各

自に配布され職責義務および権利の項

目にほじまって任命退任旅行および

異動給与諸手当社会保障休暇懲

戒提訴などの各項目にわたって記載され

ています.職員はこの規定を精読してそ

れによく通じていなけれぱならないといわ

れるのですがさてこの規定は非常にむず

かしく私などは何回読んでもよく理解で

きない部分があります.現実には英語を

母国語とする人達もふくめて諸外国から

きている専門家でこの小冊子に精通してい

るものはきわめてまれでこの小冊子に精

通すれば国連の弁護士になれるなどの冗談

さえ聞かれます.実際問題としては事務

は全部事務局で取り扱ってくれますから

われわれがその規定と首っ引きで過ごすわ

けではたくほとんど開く機会もなく極

端にいえば開くのは俸給表を見るときくら

いかも知れません.

ただ一つの小さな国連事務局についての

観察ですがそれだけを見ても世界中の国

々の人達が集まって一つの事業を遂行する

ために互いに助けあっ

て働くことの大慈な憲

義を感じます.特に

私が日本人として感じ

るのは日本からもも

っともっと多くの入嬢

がこのよう衣機関に入

って気らくに粒界串に

散って働けたらという

ことです.若い婦人

達でも転勤命令一ψ)で

アフリカからチヘ多ン

ヘテヘランからデリ

一へと動いています.世界の距離が短か

くなったといわれ離れた国が互いに結ばれ

やすくなった今日われわれがもっと考え

なければなら恋い問題の一つと思うのです

部落近くの谷間にあそぷ

(アザルパイシャン地方)

羊の群

5調査の実体と調査余談

さて次にわれわれカミ現在実施している調

査について述べることにしましょう.

年度内の調査計画はわれわれが討議の

上で決めますがイラン側の要望(たとえ

ば銅鉱床賦存地帯の調査を優先的に取りあ

げたいなどの)を考慮することはもちろん

です.イランでは回教歴を使っています

から3月下旬に正月がきて新年はだいたい

4月から初まります.そのためわれわ

れの新年度はイランの新年1月に始まるの

です､したがってイラン歴では現在

(1965年5月)が13ψ年2月に当たります.

イランを全般的にみるとこのごろが調

査に最適な春のシｰズンですから調査は4

月下旬ごろから出発します.調査に必要

な空中写真の現物は地図局で保管している

ため2･3ヵ月前から必要部分の複写を

依頼して調査所で購入しますが日本にお

けるように自由に販売しているわけではな

くやっかいな手続きを経て入手するので

す.

AeronauticalMapも入手はやっかい

で一部づつが調査所に保管されているだ

けですからこれもコピｰをとって使って

います.それらが順調に入手できない場

合がしばしば起こって困ったリしますが

これはどこも同じのお役所仕事のためでし

ょう.それらの入手が終ると倉庫に保管

されている調査用品を準備して出発ですが

すべての調査用品つまリパンマｰブ多

ントンコンパスから野営用品にいたるまで

ほとんど全部が国連によって輸入書れたも

ののため数量にも眼リがあ1)破損の修

理も簡単には行かずわれわれはいつもこ

の閥魑1こ悩漢慈れる気)でした.文房具は

ドイツ製品が町に㈱てお箏高価ですがす

ぐれたものを禽禽に入苧することができま

す｡冒本におけ柳)と違ってイランでは

調査には常にテントを使い携行寝台毛�
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右折Pたたみ式のテｰブル椅子などか

ら炊事用品.食器に至るまで全都持参しま

す.もちろん部落で部屋を借リること

も無くはあ!)凄ぜノ)が寝台寝具なぎは

どうしても必要匁わけです､人弱の構成

は常にわれわれの一人が班長でイランの

地質家213名が助手愛つとめそのほ

かコッパ名と運転季です.事はジｰ

プシｰプス矛一シ預シワ鼻リド(小型

のトラック)の編成ですがジｰプを除い

た二台で行動することもか)妻す.運転

手はもちろん車の数で決まるわけです.

このような編成で調査地に入るのですが

一目の行程は道路がよい場合でも600-700

k㎜ですから遠距離の場合には途中のホテ

ルに泊まります.大きな都会には小結麗

たホテルがあってゆっくリ休養するこ一とが

できますしまた国道沼いの町村には茶店

で泊める場所も見つかPます.イラン人

は彼ら向きの宿に泊ったり時には町はず

れに早速テントを張ったりしています.

われわれがこのような場合泊まる都会のホ

テルはだいたい400R1s(朝食付1Rial=

約5円)ですがもちろん茶店などでは

100Rls以下で泊まれます.いよいよ

調査地に入り部落の付近にべ一スキャン

プを設営するのですが鉱山などがあれ

ばその世話になったりまたときには学校

などにも泊まることがあります.一般

地質調査(図幅など)の場合にいき在り部

落に軍を入れると車などの珍しい山間のこ

とが多いのでエンジンの音でどこからと

もなく大勢の子供大人が集まるのが常で

す.ただ女子は決して近よってこずチ

ャｰドルにその顔をかくしながら遠くから

チラチラ見ています.がいして部落の人

達は親切で(珍しさも手伝って)率から荷物

をおろしたPキャンプ設営するのを手伝

ってくれます.食料は米野菜調味料

などは町で買い入れますがパンは部落

でととのえることができます.パンとい

っても東京でみられる白い食パン(テヘラ

ンその他の都会ではこのようたパンが販売

されています)ではなくて小麦粉をこね

平らにのぱしてカマドの中の小石の上でや

いたこげ茶色のもので大きさは一枚が

30×6Uc㎜位あるものをちぎって食べるの

です｡

肉類は羊肉とにわとリでテヘラン以外

で牛豚の肉を得ることほむずかしく牛肉は

ときに袴られてもきわめてまずくかたい

のです､豚肉は回教によって食べること

を禁じられていますからテヘラン市内の

1･2軒の肉屋で買うことができるだけで

す､テヘランで牛肉は1kgがだいたい

500円位豚肉は約1000円位です.調査

地で肉といえば羊肉なのですが羊肉に慣

れればその方がへたな牛肉よりもよほどよ

くまた例の臭味も料理の仕方によっては

ほとんど感じられません.羊のミもつミ

やときにはミ脳みそミまで食卓にのぽりま

す.地方によってもまた各々の都落に

よっても差異はありましょうが羊一頭の

値段は約4000円位でしょう.にわとりも

都落で飼っていますから卵と共にどこで

も入手するこことができます.一羽の値

段は400円内外卵一個が25円位です.

もちろん日本のように食料として特別に飼

育したものでなく飼料も良質で在いため

やせていて肉は少なくかたいのですがコ

ックは長時間煮て結構食べられるものを作

ります.もともとイランの料理は手か

にわと9の肉を主体に油を多く使って焼

くか煮るかしたものが多くテヘランで

も料理の種類はきわめて少ないようです.

イラン人の家庭に招かれても肖る料理は

ほとんど同じで日本におけるように色々

恋種類の料理が家庭によって作られるとい

うことはまずありません.調査地で使

うコックも日本でコックというのとはいさ

さかちカミい単にイランの数種の料理がで

きるというにすぎずヨｰロッパ風のもひ)

を作れるものはまれでしょう､米につい

て書くのを忘れましたがここイランでは

カスピ海の沼津で非常に良質の米がとれる

のです.テヘランから約5時間でエル

ブルツ山脈を越えて北側のカスピ海側に降

りるとそこは砂漠の広がるテヘラン側と

は生々ちかって緑の森林に包まれ水田や茶

畑が広がっており日本と同じよう抵かや

ぶきの農家がみられ

この地方でとれる米

はわれわれにとって

も目木米と変わらな

い味を持つといえる

のです.形はやや

細長く日本でいラ

外米ですが炊慈労も

同じでよいのです上

もっともイランの人

達は油を加えて油だ

きするのが常のよう

ですが.このよう

⑩谷間

の都落(アザルパイシャン地方)

な米は町で買う(最上品1kgが約130円)

ことができます.部落で得られるものに

パタｰチｰスヨｰグルトなどがありま

す.羊乳を材料にして作っているのです

がこれらは味もよくわれわれの好物と

なり得るものです.また北部の部落では

養蜂をしている所もあって蜂蜜の得られる

こともあります.さらにまた全般的に

いってイランの果実は日本のそれよらも美

味とも言える位です.種類も多く日本

で得られるものはほとんど全部ありますし

果汁が濃く糖分も日本の同種類のものよ

り多いのでは粗いでしょうか.ただリ

ンゴだけは日本の方が形も大きく味もよい

ようです.オレンジブドウザク1コ

メロン西瓜などは確かに日本のものより

良質で安くしかもそれらは日本における

ほど手をかけずに栽培されているのに違

いありません.またイランは木の実の種

類の多いことでも有名です.非常に多種

の木の実が町に出ていてその中のあるも

のは東京のデパｰトにもでていました.

話がだいぶ横道にそれてしまいましたが

とにかく都落にべ一スキャンプを作って

からは毎日の調査が始まりそれはわれ

われが日本で普段行なっている調査と同じ

型で行なわれるのです跡地形図の代わり

に空中写真のみを持って歩くことがちょっ

とちがいます.そして北部の地域(前記

のカスピ海渦岸地域放ど)を除いてほ全地

域がはげ山で谷間にオアシス的に樹木が

見られる以外は全山露出と砂漠であること

が大きな差異と言えましょう.全山露出

といっても原岩が必ずしも露出していると

は限らず崖錐や表土岩屑などで被覆さ

れ原岩は露出していたい部分も多いので

す.また砂漠とはいってもそれはいわ

ゆるサハラ砂漠というよう恋砂原砂砂漠

ではなく岩石の散らばった荒野岩石珍

漢が多いのです.もちろん中南部には

砂珍漢の地帯も見られますが.このよう

な地域ですから日本に比べれば調査は非

常にやりやすく空中写真をみても地質の

状態はよくあらわれていることが多いので

す.調査地の平均高度も日本よりずっと

高く目申の温度は高く(北茜部の地域で

も夏期には55Tを経験しました)木陰が全

くありませんから体力の消耗は日本より

かなり多く一目の行程も自然に短かく赦

りがちですが露出のよいことに助けられ

て調査は比較的容易です.イランの地質

調登は現在の段階では小池験の精査より

も広範園の概査に主眼がおかれていますか

らべ一スキャンプから山間地帯への移動

の必要性も強いのです.そのような場合

には南部では1葉としてラクダ中部･北

部ではロパミュｰル(1コバと馬のあい�
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の子)を使ってキャンプを移動して行くの

です.水のありそうな山間の都落から部

落へのコｰスをとって全部の荷物をラク

ダなどの背にたくし二週間内外を一行程

として調査を実施します､その間へ一ス

キャンプに運転手と車を残すことになりま

すがテヘランから2･3目行程の距離た

らば経費その他の点を考えていったんテ

ヘランにもどしふたたび所要の期目に呼

ぶこともあります1一行程の調査行でも

日数人数から計算した食糧野営道具など

一切携行しなければなりませんからラク

ダにしてもミュｰルにしても10頭内外の

数を揃えなければ泣りませんが山間の小

部落ではそれがなかなか困難で時には相

当離れた部落から2･3目を要して呼ば在

ければならない時すらあって計量した食

量の不足調査予定のおくれなどに困却す

ることもしばしばでした.このようにし

て実施する調査行を4･5回くりかえして

一つのフィｰルドを終るのですがその間

に調査する面積はもちろん個々の調査に

よって差異はありますが平均して日本の

20万分の1図幅位になりましょう.現在

のわれわれの計画では図幅は25万分の1

(経度1.3011×緯度1.0011)で地域地質図は

10万分の1で発表することにしています.

日本の面積の約4倍半もある広大なイラ

ン全土にわたっての調査がようやくその

端緒についた所ですから全国がある程度

の概査によってカバｰされるのにさえ今

後何十年かを必要とするでしょう.

私が今まで調査した地域は南東部のパ

キスタンとの国撞に近いバルチスタン地

方の一都と北西部のトルコとの国境に近

いアザルパイシャン地方の一部にすぎませ

んがこれからそれらの調査行の余談とし

て印象の深かった事カミらについて少し書

くことにします.

バルチスタン地方はイランの南東部にあ

って東はパキスタンに接しています.

テヘランからイスパハンヤズドゲル

マンなどの都市を経てバルチスタン州の中

心都市であるザヘダンに着くのには車で約

3目を要します.ザヘダンからさらに南下

して調査地域のバスマン山(Mt.Bazman)

のふもとまで一目行程です.走行距離は

テヘランから約2000kmでしょう.(青

森一東京一下関一鹿児島は約2200km)バ

スマン山の南側には東西約400k㎜南北約

100k㎜にわたってジャズ･ムリアン(Djaz

Murian)と呼ばれている乾湖の砂漠地帯

があってその東端にバンプｰルイラン

シャアの二つの町があります.私はバス

マン山とこの砂漠地帯の中間部に入った

わけでその地域からこれらの町までは

約100kmの距離があります.バルチスタ

ン地方はイランの中で一番開発がおくれて

いる地方といわれ人種的にも特長があり

言語もバルチ語が使われペルシア語はほ

とんど通じないのです.調査地域内は全

都が砂漠とはげ山ですが各部落付近には

水が流れなつめやしの林などが見られ

ます､気温は年間通じて非常に高く私

の行った12月･1月でも目中気温は35丁

以上でした.砂漠の中はどこでも同じで

すがここでも日中の気温が高くても日没

と共に気温は急激にさがりテントの中で

アラジンヒｰタｰを使うこともあった位で

した.空気は乾燥し切っておリすべて

のものがカラカラに乾いています.部落

の人に雨はいつ降ったかと聞いてみますと

3年前とか5年前とかまちまちの答で

すがとにかくほとんど降雨が在いという

ことにほか在らないのです.砂漠地帯で

はこの地方にかぎらず羊の皮袋に水を

入れて炎天下に下げておき炊事や飲料に

使っています.皮の表面にしみだした水

分が蒸発して熱をうばうためなかの水は

非常に冷たく在るのです由また愉快なの

は調査の時の水筒代わりに織目の細かいズ

ックの袋を使用することです.日本だっ

たらポタポタと水がたれおちるところでし

ょうがイランでは乾燥していて蒸発が激

しいためそのようなことはなく羊の皮袋

と同じに使えるのです.ちなみにテヘラ

ンなどでも平均湿度は50%以下で乾湿湿度

計に付属している日本の湿度計算表はイ

ランでは役に立ちません.ミこの前い

つ雨が降ったのか?"の質問に対して3

年前とか5年前とかの答だと書きました.

これについて疑問を持たれたかと思いま

すがこのあたりの人々は村長(酋長とい

う方が当っているかも知れません)でも自

分の年や自分の子供の年令を正確には知

らずまた時計の見方も梵らないような状

態で次の部落までの距離をきいても20km

といったり200kmといったりするぐあい

です.

また所要時間車で2時間といわれて車

を走らせると7時間も8時間もかかるとい

うような状態なの

です.ですから

彼らにとっては

3年前も5年前

も同じに考えてい

るらしいのです.

部落のまわりには

畑らしいものを

作リ小麦を植え

たり時には玉ね

ぎも植えてありま

した.ここで

ミ畑らしいものミ

と書いたのは日本の畑を思わせるといけ

ないと考えたためです.ミらしきものミ

は石ころだらけの荒地にただ種をまいたも

ので作物も日本のそれとは全くちがって

やせほそった麦であり玉ねぎであるわけ

です.人々は目の出と共に羊の群を山に

追い日没と共に帰るというよう祖生活を

子供の時から生涯を通じてくりかえして行

くのです.私はここの人達がどのように

して生活を維持して行くのかどうしても

理解できませんでした.政府の指令など

も全く行きとどかず昔からの魯長が世襲

で地方地方を治めている様子でした.

住居はなつめやしの葉やせんいであんだア

ンペラを使ったキャパｰルという小屋で

形は長杯を伏せたようなものです.前が

入口で目の出と共におおいをまくり上げ

･日没と共におろすというわけです.前述

のように雨が降りませんからこれで済むの

です.内部はさすカミペルシヤだけあっ

て都落で作ったカｰペットをしき綿の入

ったふとんや毛布を寝具にしています.

魯長のキャパｰルに一夜を明かしたことカミ

ありますが家財道具としてはわずかの箱

と引き出しがある位でした.このような

キャパｰルカ基数個あれば部落で多い場合

には犬小20個位が全く樹木のない砂漠の中

にかたまって部落を作っていることもあり

ます.このような場合の飲用水は例のカ

ナットによって得られているのです.こ

の辺には砂珍漢も梱当広く分布しています

が大部分は岩石の散らばった岩石珍漢で

きれいな三稜万がたくさん散在しサボテ

ンやとげの多い枝ばかりの雑草かん木

(緑色の葉は全く見られません)が点在し

ています.このように水分が全くない

といってもよいほどの砂漠の中にも長経30

Cm位の甲を持ったカメや大き在トカグ類

が生きておりまた狐や山犬のたぐいも生

穣Lています.部落を離れた山ろくに

キャンプした一夜狐か山犬の群に囲まれ

て夜中に驚いたこともありました.テン

トのまわりを遠く近くグルグルまわるた

くさんの黒い影とフラッシュライトの光

⑩緑樹にかこまれた村落まわりは見渡すかぎりはげ山

と砂漠(アザルパイシャン地方)�
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に青白くキラリと光る二つの眼光はたとえ

ようもなく不気味なものです､かつて見

た映画ミ砂漠は生きているにあらわれた

ような生存競走がいたる所で繰り返されて

いますが翼長3m以上もあると思われる

数羽の犬鷲が一頭のラクダを襲ったせい惨

な闘争は対象が大きかっただけに印象的で

した.この犬鷲についてはこんなことも

ありました.見渡すかぎりの砂漠の中に

入りますと遠くに周囲の山が見えるはず

の場合でも砂じんによって茶色にかすみ

全く何も見えず進路はただ磁石にたよる

ほかない場合がしばしば起こります.岩

石珍漢といっても浸食によって生じた深い

ゴｰヂ(渓谷)があリまた砂丘も波打ち

決して平らでほなく40～50mの起伏はい

たる所にあるのです1車は散らばってい

る岩石を避けつつ蛇行して行きますから

磁石による方向決定もあいまv･に在って

進路を保つことはむずかLく方向決定を

誤ることもしばLlま起こります.このよ

うな状態に困っていたある時前方遠く入

らしい姿か砂丘の斜面に見えたのです.

砂漠のまん中に立つ人の姿に不審はいだい

たものの思わない所に都落のあることも

経験していましたから藁をもつかむ心持

ちでそれに向ってまっしぐらに車を走らせ

ることを命じたのです.砂塵をまv･て吹

く風の中を走っていくうちにその黒い姿

は突然大きな翼をひろげてフワッと空中に

舞い上がったのです.近くに犬鷲を見た

のは初めてで想像だにもしてい柱かった

できごとに全く息をつめる思いでした.

波打った砂丘や渓谷のために遠望は案外

きかないことも砂漠の中ではよく経験する

ことです.

調査地域のキャンプからイランシャアの町

へ(直距離にして約100K㎜)食料やガ

ソリンなどを買い入れるために助手と二人

の運転手をだしたことがあリます.往復

に三日を要し途中は全くの砂漠で道など

はないのです.助手の中でも一番信頼の

おける人を選んだのはもちろんですし途

中不慮の事故を思って飲料水食料毛布

ガソリンなどを携行させたのですが三目

目の夕方に放っても帰ってきません.心

配しつつ日没を迎え幸い用意してあった数

mの長さの棒の先端に明るい万油ランプを

輝かせそれを立てて待ったのですが遂

にその夜は帰らず残ったわれわ批はほど

状態です.平常は車輪の跡を追っていく

のですが一旦ほんの少しの風が吹けば

またたく間にその車輸の跡は消されてしま

うからです.砂漠の苛烈な様子を味わっ

てきてはいても経験の浅い私は不安の心

持ちをひたかくしに残った助手を元気づ

けな雅ら待つよりほかに手の下しようがあ

りませんでした.ようやく数時間後の正

午近くキャンプに飛びこんできた助手の

一人からエンジンの音が聞こ売ると聞い

た時の私の心持ちはご想像願完るでしょ

う.彼らはやほり自分達の車輸の跡を見

失いついに一夜を砂漠に過ごし夜明け

を待っでかろうじて帰る方向を見出したの

でした.高くかかげたつもりの明るいラ

ンプは全く認められなかったとのことで

した.満天に星ほ輝v･てはいてもほん･

とうに真暗な砂漠の夜ですからv･くら遠

方からでも見えると思ったのですが砂丘

の起伏がさえぎってしまっていたのでしょ

う.

ほんの少しの風でも車輸の跡は消されて

しまうと書きましたがこれが砂漠の砂嵐

とも扱れぱどんなにすごいかは経験したも

のでなければとうてい想像もつかないもの

です.天日を曙くするような茶色の砂塵

が目をあけてv･られないほどに砂漠をおお

うとその中に10数本の砂の桂がたつまき

によって立ちその桂は風の方向に流れて

すべてのものを吹きあげなカミら進むので

す.砂嵐の中に車がおかれたら風上側に

はみるみるうちに吹きつけられた砂がつ

もって30分もすれば車体の半=分位は完全

に砂にかくれてLまいます.このように

なった車を掘り出す作業もまた並たいてい

ではありません.したがってスコップは

砂漠の旅の必需品です.強力な前輪駆動

の車も砂漠の砂にはきわめて弱いのです.

ようやく車輸をあらわした所でエンジンを

かけても軍輸はただカラマワリをするだけ

です.あがけぱあがくほど砂の中にめリ

こんで始末がつかなくなるのです.では

車輸の下に何か草や木の枝をあててと思っ

てもここは砂漠のまん申一本の草木も

ないというわけです.あるときなどは

熱風の中の作業を完全にあきらめてただ

時のたつのを待ったこともが)ました.

またある時はなつめやしの林の中に張っ

たテントカミたつ妻慈によって一瞬のうちに

巻き上げられ花こともあ1コ談した.吹き

はじめた強風に秘は茅ソトのロｰプをし

め奏せて倒れるのを防いでいる間もあらぱ

ごそやしの木冷をなぎ液招すかのように

おそったひとすじの淀つ巌蜜はアッという

間に一つのタントを引きちぎって巻きあげ

たのです｡われ量)れは恕だもうあきれて

やしの太い幹にかじ1〕ついていたのです.

しかしこれだとて自然の力の大きさと

人間の力の弱さを如実に見せられた一つの

小さな小さな現象に過ぎなv'わけですが

なつめやしの林の中のテントについて思

い出すもう一つのできごとがあります.

前に書いたようにバルチスタンの山間部

落では昔荏がらの世襲の魯長の勢力がきわ

めて強く現在でも掠奪闘争がときに

はくりかえされると聞くのですが部落に

入る時は金銭の贈りものカミｰ番必要でま

た有効と聞かされてその時々にそれによ

って便宣を提供されていたのです.部落

から部落へ移動するときは酋長を道案内に

連れて新しい部落の長に連絡をとらせ

われわれを引き渡させそのときに適当に

請をつけさせることにしていたわけです.

あるときこのような条件を済ませて酋

長の許可を受け危っめやしの林の中にキ

ャンプを張って夜を迎えたのですが夜半

不気味な音に目ざめた私はテントのまわり

を流れる水音におどろいて飛びおきまし

た.やしの村への給水のために山の水

源からみそが続き必要に応じてせきを除

いて林のやしに給水しているのはどこでも

同じですがなんの恨みがあってか拡に

に不足を感じたかはわかりませんしだれ

がどこのせきを切ったかもわかりませんけ

れどもキャンプ鞄に水を流されたので

す.真の暗闇の中に音も放くまたどこ

からと恋くテントを浸して流れる水に私

は柱んともいえない不気味さと恐廠を覚え

て一夜をまんじりともしないで過したの

です.都落の住民は鉄砲をたずさえてわ

れわれのせまいテントの中に坐りこみ2

時間も3時間も立ち去らず時々鋭い目つ､

きで凝視したりしていますがこのような

場合に私はかつて一度も不気味さや恐愉を

覚えたことは注くむしろ助手たちの感1青

を静めぜったいだいじょうぶ心配ない

と幾度も話してきたのですがこの水攻め

にはほんとうに不気味さと恐ろしさを味わ

ったことでした.

バルチスタンの旅では全く神経の休まる

ひまもなく不測のできごとの連続でした

がこれは前記のようにイランの中でも

自然環境のいちばん悪い地方であることや

未関発の地域であることが原因していた

のでしょう.外国人の地質家で(イラン

の地質家はいうまでも泣く)バスマン山の

近くに入ったのは英国のJ.V.Harrison

ほか1･2名だげとかいラ語です､人間

の住める所とは思えずまた通れるところ

とも思えないこのジャズ･ムリアンの砂

漠ですが数千年の昔から現在まで隊商

はラクダの綱を引いてこの砂漠を横切って

往復しているのです.絹の道(Silk

Road)の本街道はもっと北部を通ってい�
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たのでしょうがハ和迂バビロンやベリ

セポリスの文化はひ)砂漠を横切る隊商に

よって東へ策へと運ばれたこと秘あった

のでしよう苗

茜さす妙艮に最く影ひきて

何処へ行くか率ヤ㌘バンの群

地質の話はいずれの機会にがお儀えする

ことがあると思い濠す淋この調査串紀見

た広域変成着類と花筒閃緑瀞あの接触部紀

は日本でし花も娑然天然紀念物の錆定を

受けるよう匁数種類のみごと扱擦触鉱物の

犬型結晶が見られ薫したしいつの時代か

に掘られた銅鉱床の採掘跡では直径至｡鰍

以上の水晶の破片を拾ったりし讃し次.

このバルチスタン地方と違って次のア

ザノレ'ミイジ却ン童直方は玲㌔るを㌔る奪)点㌔で薦秦蜜

れています.デヘ茅ンから劣スピ糠捧へ

出る主要道路の一本は矛へ多ンの凋芳至馳

kmのカスピンの町から北劾こ向うて災ル

ブルツ山脈の谷間を越麦てい護す,他の

二本のエルブルツ越麦の道路が闘鶏慈れる

ずっと以前から歓州やソ遵郵からの遺は

カスピ海岸のバンダ茅パｰ茅ピ付近か絵

ラシトの町を経てこの遼を南下してヂヘ茅

ンに通じていたようです｡広い鴛蛛での

アザルバイシヤン地方はこの遠路から酒

方トルコとの国境までの地域をさすのです

がこの地方はイランでいちばん平均温度

の低い地方の一つです.地形によるので

しょうかこのへんではエルブルツ山脈の

北側よりも南側の方が温度が低く冬は零

下20｡一30Tになる所もあり真夏でも山

間都の夜はアラジンヒｰタｰが必要な位で

す.カズビンの町から北酉へ約180kmの

所にサンジャンという町がありますがそ

の町を中央にしてイランで初めての図幅作

成を試みたのです.地域が広v･のと時目

の制限からスイス人のDr,St6cklinと二

人で調査を進め私は北東の半分を受け措

ち第三紀の火砕岩地帯の調査を長く続け

ました.この地域には以前から銅鉱鉛

･亜鉛鉱がみつけられ中には小規模なが

ら現在稼行している鉱山もありさらに有

望なものもあるらしいとのことで始めたの

でしたが鉱床の発見の意味では結果はあ

まり思わしくありませんでした.前記の

ようにこの地方は涼しくまた降雨量も積

雪量も多いので谷間にはポプラや白樺が

林をつくっていて美しv･緑野も見られま

す.

しかし山はやはりはげ山で砂砂漠こそな

けれ原野はほとんど広大な岩屑砂漠で

す.トルコに近いためでしょう.人種

もトルコ系やアルメニア系赫多く部落の

軌を飲み匁がら彼らの判こ坐って紺青の空

に浮かぶ貞雲壷みているを噛くへ慧てい

るな汰扱どとふっと思い漢す｡鋤芋

ることなどを思い熾すのでした｡

高原の羊の群は怜るやかに

流れる雲の下にいこえり

アザルバイシヤンの谷間の5･6月頃は

ほんとうに美しい花畑の観をていします.

名も節れない色とりどりの草花桝･ちめん

に咲き乱れ清冷な水が豊かに流れていま

す.そのほとりには矢車草みやまきん

ぽうげなどもまじっていました.私はそ

んな花畑をえらんでキャンプを張らせるこ

とにしていたのです.

百干草咲きみだれたる高原を

短歌想いつつわれ一人ゆく

部落の近くには深紅のけしの花茄いちめ

んに咲v･ている原もあってそのかたわら

にはいつからか住む人のたくなった家の土

壁がくずれおちていました.

土壁の残る廃虚のかたえには

深紅の1ナしの一花のあり

またポプラや白樺が緑の糞を強い目の光

にキラキラ輝かせながらそよいでいますし

時期によっては桜の花すらも見られるので

す.このあたりでは平原に下ればいちめ

んの麦畑で六月に入れば豊かに実った穂

波が黄金の波を打っています.

見晴るかすイ㌘ン嵩凝いるづ書し

簑の穂波熔風細おるみ碓

アザルパイシャン地方のあちこちには

吉代¢バルシヤ文化の遺跡が残っておリ

喬園の調査隊も幾凄か入ってい嚢す.ケ

出い凄㌘ツン川のほどリ絶壁の上に有

名匁ア吹シンスの城嚢の一廃虚がそびえて

い凄す｡この城義については薬園のP.

凋落ちて北斗⑳針の指す彼方

言城は鶏く夢のこと並つ

平均してアザルバイ茅ヤン幼方はバルチ

スタン地方ぽ比べると闘鶏も進み濃産物

も豊當でしたからキャンプの生清もあま

り苦労しないで送ることカミできました.

お話すれば限りないくらい変わった珍し

い時には恐ろしい経験はしましたけれど

も.この地方の火砕岩は大都分が始新世

のものでニュｰメライトを産出します.

私は日本では始新世の地層を見る機会がな

かったのですがインドネシアで同時代の

地層を含む区幅を作成して以来妙に女鵠〒

続に縁ができてしまいました.安山岩質

の熔岩や紫色がかった赫色の凝灰角礫岩の

間にやや緑色がかってはいますがほとん

どまっ白な凝灰岩の一層が見渡す限り

10数キロにわたって露出していましたし

また始新統と中新統の間の不整合も数10キ

ロにわたって露串しているという状態でし

た.これらはイラン国内のほんのわずか

な地域の一つの例にすぎませんけれども

全体としてみてもイランは野外地質家に

とっては全く興味のつきない研究対象とい

えましょう.

山波に白き地層のひとすじに

果なくつづくイラン高原

山波は眼下にありて遠き世の

地球のさがをわれに伝うる

〔筆者は地質部現在イラン国へ出張中〕�




